
理事長

ごあいさつ

皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃は尼崎信用金庫に格別のご高配を賜り、誠にありがとうございます。本年も、尼崎信用

金庫についてのご理解を一層深めていただくために、ディスクロージャー誌「尼崎信用金庫

の現況2023」を作成いたしました。ぜひ、ご高覧賜りますようお願い申し上げます。

昨年度のわが国経済は、新型コロナウイルスへの対応と社会経済活動の両立に向けた

取り組みが進むなかで、緩やかな回復が期待されました。しかしながら、オミクロン株の

派生型による感染の再拡大をはじめ、海外の金融・財政政策の動向やウクライナ情勢、

原材料価格や物価の高騰など、景気は先行き不透明な状況が続きました。

このような経済環境のもと、当金庫は2022年度を“第2の創業の年”と位置づけ、次の100年

に向けてスタートを切りました。これまで培ってきた協同組織金融機関の理念に、新しい

時代に求められる地域金融機関としての取り組みを加え、「地域・お取引先・職員」という

金庫のステークホルダーから共感が得られる取り組みを実践してまいりました。

その結果、一般企業の営業利益にあたる業務純益は38億円、経常利益は41億円、当期

純利益は30億円となりました。自己資本比率は16.25％と国内基準（4％）を大きく上回り、

引き続き高い健全性を維持することができております。

2023年度は、昨年からスタートさせた3ヵ年事業計画の2年目となります。当金庫は、

全てのステークホルダーと「ともに成長する」あましんをめざし、お取引先の本業支援・

伴走支援をはじめ、地域の持続的発展にしっかりと貢献することで、地元の信用金庫と

しての役割を果たしてまいりたいと考えております。

今後とも、皆さまのより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。　
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質の高い金融サービスの提供と

積極的な地域貢献活動で

「地域のベストバンク」をめざします

金融機関本来の使命の達成に邁進し、金庫の繁栄、職員の幸福、
地域社会への貢献を通じてわが国経済の発展に寄与する。

● 尼崎信用金庫は、地域の発展と皆様の豊かな暮らしを願って、

 質の高い金融サービスをお届けし、「地域のベストバンク」を目指します。

● 尼崎信用金庫は、お客様の声を経営に反映し、健全経営を堅持します。

● 尼崎信用金庫は、積極的に社会貢献活動を行います。

● 尼崎信用金庫は、職員一人ひとりの人格を尊重し、

 働きがいのある職場とゆとりのある生活を実現します。
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ディスクロージャー誌　本編

ディスクロージャー誌　資料編

本誌はステークホルダーの皆さまに尼崎信用
金庫の業績や事業内容、地域の持続的な発展
に向けた取り組み等について分かりやすく
お伝えすることを目的としています。

本誌は信用金庫法第89条（銀行法第21条準用）
に基づいて作成したディスクロージャー資料
（業務及び財産の状況に関する説明書類）です。
本資料の計数は原則として単位未満を切り捨て
のうえ表示しています。

財務状況等のより詳細な情報を掲載した
「ディスクロージャー誌（資料編含む）」は
当金庫ホームページに掲載しています。

「ディスクロージャー誌（資料編含む）」のご案内

https://www.amashin.co.jp/guidance/disclosure.html
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